
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つばさ進路だより No.１ 
 新緑の候、保護者の皆様におかれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。平素は、 

本校の教育活動にご協力ありがとうございます。 

 さて、今回からつばさ学級より中学校卒業後の進路についてご紹介します。合わせて各学校の 

受験条件なども載せていますので、受験の際にご参考ください。療育手帳等があっても進路選択に 

不利になることはありません。進路だよりに掲載しております各進路選択先について、ご家庭でも各

学校のホームページなどをご確認いただければと思います。また、『高等学校における「ともに学び、 

ともに育つ」教育の推進』で検索しますと、情報を得ることができますのでそちらもご活用 

ください。 

中学校卒業後の進路選択について 

登美丘中学校 

卒業 

①高等学校（公立・私立）  ⑤高等学校（共生推進） 

②高等専修学校       ⑥支援学校 高等部（職業学科） 

③通信制高等学校      ⑦支援学校 高等部 

④高等学校（自立支援）   ⑧その他 

 

①公立高等学校・私立高等学校 

 公立高等学校は、原則的にその都道府県在住者のみしか受験できません。公立高等高校の受験を

大きく分けると、一般選抜と特別選抜に分かれており、それぞれ受験日が違います。 

特別選抜にはエンパワメントスクールを実施している学校(淀川清流・箕面東・西成・成城・布施北・ 

和泉総合・長吉・岬)があります。 

また、公立学校には定時制学校もあり、毎日の登校が必要になっていますが、1 日の授業時間が 4

時間程度と短い学校が多いのが特徴です。学校によって始業時間が違います。 

 

 私立高等学校は、専願受験と併願受験があり、専願受験は合格するとその高校に必ず入学する意

思を明確にして行う受験制度のことです。併願受験は私立高等学校、公立高等学校のどちらも受験

ができる受験制度のことです。 

②高等専修学校 

 大阪には高等専修学校が何校かあります。(例：中央学園高等専修学校・東朋高等専修学校・ 

やしま学園高等専修学校など)。受験には見学会の参加や進学相談が必要になります。 

また、入学金や諸費用等で公立の学校より費用がかかること等の条件もあります。 

※卒業した際に高等学校卒業資格を得ることはできません。通信制高校と連携して、 

高等学校卒業の資格を取ることができる学校もあります。 

③通信制高等学校 

 通信制高校は、”通信による教育を行う”ため、登校回数などが全日制・定時制と異なりますが、 

卒業の際に得られる高校卒業資格はおなじものとなります。そのため、通信制高校の卒業後に 

進学しなかった場合の最終学歴は、高校卒業となります。登校頻度は、週何回通うかを自分で選択 

できる場合や、年 1 回の合宿に参加するなど、学校によって違います。授業については、 

スクーリングという登校日に授業を受けますが、そのほかに自分でレポートを提出し、 

テストを受けることで単位を取得します。 

⑦支援学校 高等部 

 校区割で進学する支援学校が決まっています。登美丘中学校がある東区は大阪府立西浦支援学校 

になります。入学検査はありますが、入学までの決められた手続きなどを行うことで入学することが 

できます。 

 国立大学法人の大阪教育大学附属特別支援学校は入学者選抜があります。受験に関しては 

療育手帳が必要で、自主通学ができることが条件です。 

⑥支援学校 高等部（職業学科） 

 職業学科のある支援学校では入学者選抜があります。大阪府立の支援学校（すながわ・たまがわ・ 

なにわ・むらの・とりかい）では入学者選抜があります。学校の場所によりますが、毎年倍率が高い 

です。 

 試験は面接・筆記（問題の最後に作文あり）・適性検査があります。 

⑤高等学校（共生推進） 

 職業学科を設置する府立知的障がい高等支援学校の共生推進教室を府立高等学校に設置し、 

両校連携協力のもと、高等支援学校の生徒が、高等学校の生徒とともに学び、交友を深めていくこと

を目指しています。 

 生徒・保護者のニーズをふまえ、生徒の状況に応じて、それぞれの形態を組み合わせて授業を 

行っています。 

 

 高等支援学校在籍になりますので、卒業資格は支援学校卒業になります。普段は共生推進教室 

がある高等学校に通学し、週に一度本校である高等支援学校まで通います。 

 療育手帳が必要です。 

 

本校 すながわ たまがわ なにわ むらの とりかい 

設置校 
・久米田高校 

・信太高校 

・金剛高校 

・牧岡樟風高校 

・東住吉高校 

・今宮高校 

・緑風冠高校 

・芦間高校 

・北摂つばさ高校 

・千里青雲高校 

 

④高等学校（自立支援） 

 高等学校のカリキュラムや授業内容を工夫し、知的障害のある生徒がいきいきと学び、障害のあ

るなしに関わらず、ともに高校生活を送り、交友を深めていくことをめざしています。設置校にな

っている高等学校は園芸・阿武野・柴島・枚方なぎさ・八尾翠翔・西成・松原・堺東・ 

貝塚・桜宮・東淀川工業です。クラス所属はコースを設置している高等学校のクラスの所属 

になります。学習評価については、高等学校の学習指導要領に基づく教育課程を編成し、 

各教科・科目の学習目標を設定します。また、個別の支援計画を作成し、学習目標の達成の様子を

基準に評価(個人内評価)します。 

 

 療育手帳が必要です。 

 卒業資格は高等学校卒業になります。 

次号では共生推進について紹介します。 

令和６（２０２４）年 ５月１０日（金） No.１          

堺市立登美丘中学校 

校長 井関 雅 

 


